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　プラスチック製品を紙製や再生可能な素材へと切り替
える企業が増えているなかで、当社が環境負荷低減を実践
するために商品化したものが、紙製のストロー「タケダス
トロー」です。中国で包装資材の企画・製造・販売を行う上
海竹田包装印務技術有限公司で製造しており、お客様から
は手軽に始められる環境負荷を減らす取り組みとして注
目されています。

　竹田印刷はお客様のSDGｓ達成に向けた取り組みに応
えるため、バナナペーパーやストーンペーパーといったエ
シカルペーパーを積極的に提案しています。
　バナナペーパーは、アフリカのザンビアで今まで廃棄さ
れるだけだった「バナナ繊維」を原料として、日本の和紙の
技術を用いて作られたフェアトレードの紙です。アフリカ
の貧困層の村に雇用を生み出し、子どもの就学にもつな
がっています。
　ストーンペーパーは、木材を使用せず石を主原料とした
紙で、製造時に水を使用せず、燃焼時のCO2発生量も少な
い紙です。
　このようなできるだけ環境に負荷をかけない紙をお客様
にお勧めし、お客様の環境負荷の低減に寄与しています。

環境活動環境活動 ［ ISO26000 / 6.5環境 ］

［事業活動における環境対応］
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　環境活動を効果的に行うために、原材料、副資材などの
購入、設備機器の導入などの際には環境に与える影響を削
減するように配慮しています。また、グリーン購入を推進
することは、環境負荷の低減はもとより、社員が環境へ配
慮した行動を行うきっかけとなっています。

グリーン購入・グリーン調達
15.2 15.414.1

脱プラスチック製品の開発・製造
14.111.6 12.4

　通常のオフセット印刷は部数の多い印刷に適しているのに
対し、オンデマンド印刷は少部数の印刷に適しています。そ
のため、過剰在庫により発生する廃棄のムダを削減すること
ができます。また、オンデマンド印刷はオフセット印刷のよ
うな版が不要で、環境負荷の少ない印刷方式です。必要なも
のを、必要な時に、必要な数だけ、余分な印刷物を生産しな

いことで環境負荷の低
減を図ります。

オンデマンド印刷の提案

　竹田印刷では、原料調達段階から、印刷、廃棄リサイク
ルの工程で発生するCO2をカーボン・オフセットするため、
温室効果ガスの排出量を算定できる仕組みを構築していま
す。今後も企業価値の向上と地球温暖化への対応としてお
客様に強くアピールしていきます。

カーボン・オフセット
7.2

　竹田印刷では2004年8月に、Forest Stewardship 
Council®（森林管理協議会）の森林認証制度において生産・
加工・流通工程の管理認証（CoC認証： Chain of Custody）
を取得しました。これにより、商業印刷物のCSR/社会環境
報告書、会社案内、カタログなどにFSC森林認証取得の用

紙を使用した場合、FSC CoC認証マークを
表示することができます。2020年度には
196件の印刷物に表示しました。

FSC®森林認証
15.415.2

SDGsへの積極性  

　竹田印刷さんのCSR Report2021は、SDGsへの積極的取

り組みとその発信姿勢が伺えます。SDGsの取り組みに関し

ては、ゴールのアイコンを記すだけでなく、ターゲットレベ

ルで表記がされています。SDGsをよく理解されていること

を示しています。

  しかも、既存のCSRとSDGsとの紐づけに終わるのではなく、

新たな取り組みに着手し、業務に落とし込んでいる点が評価

できます。取り組みの継続のためには、単なる慈善事業では

なく、経営的に意味があることが重要だからです。

評価できる取り組み  

　取り組みで目を引くのは、脱プラのための紙ストロー開

発、バナナペーパーなどエシカルペーパーの提案、UV抗菌

印刷物の製品登録、イベント会場での三密の回避や接触者

の管理に役立つ商材の提案などですが、それに加え、顧客

への企画提案において、障がい者のアート作品を活用して

いることも評価できます。提案が採用されれば、著作物利用

料として障がい者アーティストの収入となります。障がい

者に活躍の場を提供する取り組みです。さらに、入れ替え時

期が近くなった企業の防災備蓄用食料品と寄付を求める団

体をマッチングさせることは、貧困層救済と食品ロスの防

止という2重の意義があります。

時代に合った人的資源管理  

　また、障がい者や女性にスポットを当て、働きやすい職場

づくりを進めている点も評価できます。人間関係がよく、働

きやすい職場は、労働生産性も高くなります。現代にマッチ

した人的資源管理と言えます。

今後の課題  

　ただ、課題もあるように思われます。全体として作りが甘

い印象です。

　ステークホルダーの特定はなされていますが、マテリアリ

ティの導出の経緯や、価値創造モデルの表記がないため、ど

のような価値を社会に提供し、それによってどのように存続

を期しているのかが分かりにくいと感じます。

　また、環境関連の一部データを除いて、各記事の中に具体

的データがあまり示されていないことも気になります。障が

い者の実雇用率や女性管理職率、食品ロスの軽減量などを表

記されるとよかったと思います。

　さらに印刷業は、環境負荷が大きい業種です。事業活動に

おける環境対応を行っているものの、全体としてはSCOPE１

のレベルでとどまっているように思われますので、SCOPE３

を視野に取り組みを進められることを期待します。
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子弥 氏
横浜市立大学国際教養学部教授
CSR＆サステナビリティセンター センター長
専門は、経済原論、経済システム論、
地域CSR論。主著に、『なぜ障がい者を
雇う中小企業は業績を上げ続けるの
か？』(中央法規出版)など多数。

［ 第三者意見］

細野 浩之

取締役 常務執行役員
経営統括本部長

　影山先生には昨年に引き続き貴重なご意見をいただ
き、ありがとうございます。
　本レポートは読者の皆様にとって有用な情報を提供
することはもちろん、より分かりやすくかつアクセス
しやすい構成とすることを心掛けました。
　影山先生からは、事業活動に結び付けたSDGsへの取
り組みに対して、評価をいただき、大変励みとなります。
　その一方で「マテリアリティの導出の経緯や、価値創
造モデルの表記」、「どのような価値を社会に提供し、そ

れによってどのように存続を期しているのか」、「具体
的なデータの表記やSCOPE３への取り組み」など、大
変重要な課題もご提示いただきました。
　これらの課題やご期待に向けて検討・努力し、今後の
ESG経営の推進に活かしてまいりたいと思いますので、
今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます。

■第三者意見を受けて

エシカルペーパーの提案

グリーン購入・グリーン調達
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